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対馬、海ごみの防波堤としての最前線

対馬海流

リマン海流

黒潮（日本海流）

親潮（千島海流）

北西の季節風

・南北82kmの細⻑い島
・⼊り組んだリアス式海岸
・海岸延⻑は915km

Google earth



地区別回収量（㎥）
2018年度

圧倒的に西海岸に多い

データ：対馬市
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どこから？
ペットボトルボトルによるモニタリング

約８割は海外から

地区別回収量（㎡）
2018年度

西海岸は圧倒的な多さ

写真：前田剛



写真：前田剛

劣化・破片化・細分化
↓

時化等で再流出
↓

対馬で回収を止めてしまうと、
大量のマイクロプラスチックが日本海に流出
対馬の海岸915kmが生成場所になってしまう

写真：前田剛



地区別回収割合
2018年度

データ：対馬市

写真：前田剛
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回収事業



平成13～30年度回収量

91,589袋（㎥）

写真：前田剛
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回収量（㎥） 事業費（千円）

㎥ 千円

年

海ごみ回収量 約8千㎥
推定漂着量 2万㎥
増えている･･･
今後さらに増える？

回収人員
7,247名（延）

事業費（千円）回収量(㎡) データ：対馬市

海岸漂着物処理基本法施行



人口急減

写真：前田剛

写真：前田剛



発泡スチロール ペットボトル

硬質プラスチック

回収

回収

油化装置でスチレン油を⽣成
市施設で再利⽤

全体回収量
819トン

最終処分
296トン
（36%） 40トン

（4.9%）

23トン
（2.8%）

2018年度

油化

432トン
（52.8%）

チップ化

再選別

リサイクル業者
（TerraCycle）

“ストーリープラスチック”へ

写真：対馬市

⽇韓市⺠ビーチクリーンアップ ２００３年～

釜山外国語大学校の学生
地元高校生、一般市民の共同作業



⽇韓交流海ごみワークショップ

写真：対馬市

⽇韓交流海ごみワークショップ in 釜⼭

写真：対馬市

対⾺CAPPA（中間⽀援組織）による活動

写真：一般社団法人対馬CAPPA



写真：対馬市

対⾺市島おこし実践塾 ⼤学⽣・社会⼈向けの
現場で学ぶSDGs

対⾺市学術研究奨励等学⽣活動⽀援
東京コミュニケーション・アート専門学校の学生による
海ごみによる野生動物への影響調査

写真：対馬市



国際ボランティア学⽣協会 環境保護活動

写真：前田剛

拾う心より
捨てない心！

写真：一般社団法人対馬CAPPA

漂着物のトランク・ミュージアム®対⾺版



写真：対馬市立厳原北小学校

学校教育におけるESD 対馬市立厳原北小学校 第６学年
「海岸漂着ごみから環境保全について考えよう」

○海岸調査
○流木のチップ化施設見学
○トランクミュージアム学習
○海上保安部出張授業
○発泡スチロール減容化実験
○漂着ごみの問題点整理

「対馬→日本→世界」へ

と広い視野で漂着ごみ
問題について考える
ことができた。

対馬高等学校“ESD 対馬学”

インタビューバス巡検

グループワーク インタビュー

ユネスコスクール
教育

主体的・
対話的で
深い学び

主権者教育

キャリア教育

ふるさと教育

ＥＳＤ
対馬学

ＮＩＥ教育

写真：対馬市

対高未来新聞の作成



写真：一般社団法人対馬CAPPA
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少子化問題

高齢化問題

リーダー・担い手不足問題

UIターン・定住促進

農業

林業

水産業

観光業

建設業

流通業

商業

農商工連携

創業支援

特産品開発

陸路

海路

空路

医療・福祉

教育

情報・ＩＴ

防災

歴史文化保全

地方自治

地方政治
気候変動問題

生活廃棄物問題

海ごみ問題

エネルギー問題

水質・大気汚染

野生生物・生物多様性保全
水産資源保全

イノシシ・シカ問題

生徒たちの関心傾向（2019）

海ごみ問題

生徒たちの関心傾向（2019） 3A
N=109

過疎問題

データ：対馬市「74回生ESD対馬学事前アンケート調査結果」

写真：一般社団法人対馬CAPPA



阿部治ゼミ 対馬アクションリサーチ2019

「今までは海ゴミの問題や、ツシマヤマネコやツ
シマウラボシシジミ等の絶滅危惧種の存在を聞
いても、遠い土地の話だと思っていたが、今で
はとても身近に感じ、危機感を抱いている。今
から行動し、プラスチックを消費し続けるこの生
活を変える意識を持たねばならない」（中島孝平君）

写真：対馬市


